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「
長
島
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会
議
」が

日
本
ダ
ム
協
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
井
川
流
域
で
活
動
し
て
い
る
「
長
島

ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会
議
」が
、

ダ
ム
上
下
流
の
交
流
に
貢
献
し
た
と
し

て
、
こ
の
た
び
開
催
さ
れ
た
（
一
財
）
日

本
ダ
ム
協
会
の
「
第
36
回
ダ
ム
建
設
功
績

者
表
彰
式
」に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
長
島
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

会
議
」
は
、
大
井
川
流
域
の
資
源
環
境
や

地
域
文
化
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
人
々
が

集
い
、
大
井
川
の
水
資
源
や
水
を
育
む
環

境
、
豊
か
な
水
に
支
え
ら
れ
た
暮
ら
し
や

文
化
を
上
下
流
域
一
体
と
な
っ
て
守
り
、

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
、平
成
15
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
議
で
は
、水
の
大
切
さ
を
伝
え
、

流
域
で
協
力
す
る
意
識
を
育
む
た
め
流
域

の
広
報
活
動
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
７
月
下
旬
の
「
森

と
湖
に
親
し
む
旬
間
イ

ベ
ン
ト
」
や
11
月
中
旬

の
「
奥
大
井
接
岨
湖
も

み
じ
ま
つ
り
」
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
、

下
流
域
の
地
域
か
ら
も

多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

構
成
会
員
で
あ
る
団
体
・
企
業
な
ど
か
ら

は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ
き
、
そ
れ

ら
を
イ
ベ
ン
ト
内
容
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

で
、
よ
り
効
果
的
な
活
動
と
な
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
永
年
に
わ
た
る
長
島
ダ
ム
で

の
上
下
流
域
の
交
流
活
動
が
、
選
考
委
員

会
に
て
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

日
本
赤
十
字
の
中
枢
を
担
う
本
社
の

見
学
で
、理
解
を
深
め
ま
し
た

　
12
月
６
日
、
川
根
本
町
赤
十

字
奉
仕
団
団
員
26
名
が
、
視
察

研
修
会
の
一
環
と
し
て
日
本
赤

十
字
社
本
社
（
東
京
都
）
を
訪

れ
ま
し
た
。

　
東
京
都
支
部
の
ガ
イ
ド
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
荒
井
氏
・
青
田
氏
の

案
内
の
も
と
、
赤
十
字
の
歴
史

的
書
物
が
展
示
さ
れ
て
い
る

「
情
報
プ
ラ
ザ
」
や
、
救
援
物

資
が
備
蓄
さ
れ
て
い
る
「
地
下

倉
庫
」、
理
事
会
や
国
際
会
議

等
が
開
催
さ
れ
る
「
特
別
会
議

室
（
勉
殿
）」
な
ど
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
設
備
の
状
況
に

よ
っ
て
は
一
般
公
開
の
で
き
な

い
場
合
の
多
い
特
別
な
場
所

や
、皇
族
の
控
室
と
な
る
部
屋
、

赤
十
字
の
た
め
に
特
別
に
寄
付

さ
れ
た
絵
画
等
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
赤
十
字
の
成
り
立
ち
や

現
在
行
っ
て
い
る
国
内
外
で
の

活
動
に
つ
い
て
の
説
明
に
、
参

加
者
達
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　
過
去
か
ら
現
在
、
そ
し
て
未

来
へ
と
続
く
赤
十
字
の
歩
み
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
一
人
ひ
と

り
が
活
動
に
対
す
る
意
欲
を
高

め
た
よ
う
で
し
た
。
終
始
和
や

か
で
、
団
員
間
の
親
睦
も
深

ま
っ
た
貴
重
な
1
日
と
な
り
ま

し
た
。
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商
工
観
光
課
・
商
工
交
流
室　
☎（
58
）７
０
７
７

福
祉
課
・
福
祉
介
護
室　
☎（
58
）７
０
７
１

森と湖に親しむ旬間イベント

奥大井接岨湖もみじまつり

ここにも、一つの物語。
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◆川根のみきてぃが綴る「ブログ版　川根本町エコティ日記」 http://eco2kawane.eshizuoka.jp/

神東美希（かんとう　みき）
平成 24年５月から川根本町エコツーリズムネット
ワーク事務局を担当。平成 28年４月から一般社
団法人エコティかわねの事務局長としてエコツー
リズムを核とした様々なまちづくり事業を展開。

一般社団法人エコティかわね
川根本町桑野山424-6
電話：0547-58-7000
ファクス：0547-58-7001
E-mail:ecotkawane@gmail.com

エコティかわね 事務局長

神東美希
の

私たちの使命はエコツーリズ
ムを通じて、川根本町を活性

化させること。そのために様々な
自然体験プログラムを主催してい
るのですが、それだけではありま
せん。エコツーリズムというと「観
光」と捉えがちなのですが、あらゆ
る分野に通じるため、エコティの
業務も多岐にわたります。

木の駅かわね（林業）、川根茶縁
喫茶（お茶）、美しい茶園でつ

ながるプロジェクト（お茶）、各学
校への出前講座（教育）、エコツー
リズムガイド養成講座（人材育成）
など、ありがたいことに、他にもい
ろんな事業が舞い込んできます。

これらの事業はまったく違う
分野のように思えますが、

共通することは「川根本町の活
性化」。ただ切り口が違うだけで、
ゴールは同じなのです。だからこ
そエコティがやって然るべきだと
思うし、おかげで老若男女さまざ
まな人たちと関わることができて
います。

設立２年目を見据えて、エコ
ティは新たな挑戦をします。

「川根のみきてぃ」に続く事務局
員を雇用しようと考えています。
ガイドの育成も必要ですが、組織
を維持・発展させていくためには
コーディネート（調整）役である事
務局の後継者も不可欠です。私よ
り若く、熱意のある人財を求めて
います。

とにかく地域にとっても組織
にとっても大切なのは「人」

です。人材ではなく、人財。「自分
の住んでいる町を良くしよう」と
いうのに、外部（町外）の会社や有

識者に頼って楽をしてはいけま
せん。「自らが考え、動き、変えてい
く」という強い意志を持って、進ん
で汗をかくことです。

私は「エコティかわね」を地域
から愛され、頼りにされる組

織にしたいと思っています。「自 
分たちのやりたいことをやる」の
は根底にありますが、これからは

「地域に求められていること」を実
現できる組織でありたいのです。

「うちの町にエコティがあって良
かったね」と言われるよう、頑張り
ます‼

12 月開催の「大井川のほとりで杉玉
づくり体験」にて。リピーターも多く、
年末の恒例行事となりました。

商
工
観
光
課
・
商
工
交
流
室　
☎（
58
）７
０
７
７

平
成
28
年
度 

川
根
本
町
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

ガ
イ
ド
養
成
講
座　
受
講
生
募
集

～
地
域
の
魅
力
を
知
っ
て
伝
え
る
人
材
に
‼

�

伝
わ
る
技
術
と
お
も
て
な
し
力
を
身
に
着
け
よ
う
～

　
今
回
の
講
座
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
だ
け
で
な
く
、商
店
、農
家
、

旅
館
、
公
共
施
設
な
ど
、
人
と
接
す
る
機
会
の
あ
る
人
を
対
象
に
実
施
し

ま
す
。
皆
さ
ん
は
こ
の
町
の
魅
力
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？　
そ
れ
を
相
手

に
ど
う
や
っ
て
伝
え
ま
す
か
？
２
回
の
講
座
を
通
し
て
、
自
分
の
立
場
で

で
き
る
か
ぎ
り
の
「
お
も
て
な
し
」
を
そ
の
日
か
ら
実
践
で
き
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

第１回：２月 12 日（日）　午前９時から午後３時まで
　　　　山村開発センター会議室
第２回：３月５日（日）　午前９時から午後３時まで
　　　　文化会館研修室

内 容
第１回：押し付けでない伝わる技術ベスト５
　　　　（講義＋グループワーク）
第２回：お客さまの立場に立つコツベスト５
　　　　（講義＋グループワーク）

対 象
◦川根本町在住もしくはお勤めの人（必須条件）
◦接客業に従事する方で「伝える技術・おもてなし力」を向

上させたい人。
◦エコツアーガイドに興味のある人。

受講料
　無料　（託児サービスあり）
定 員　20 名

※どちらか１回のみの受講も可能ですが、応募多数の場合は
２回とも出席できる方を優先します

締 切　２月５日（日）
　※定員に達していない場合は締め切り後も受け付けます
申し込み　エコティかわね
　☎（58）7000　E-mail：ecotkawane@gmail.com

日　程
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